
 

 

  

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創立６０周年に際して 

 

第二十二代校長 平田 昭輔 

 

昭和３９年に県内初の養護学校として、本校（小中学部）は開校しました。（同じ年に私も生まれ

ました。本校と同級生という縁をうれしく思います。）全都道府県に肢体不自由養護学校が設置完了

したのが昭和４４年ですので、本校は全国でも早い時期での設置になります。その年の５月２９日

に開校式が挙行され、この日を本校の開校記念日としてきました。昨年度からは、寄宿舎生も自宅

で開校記念日を迎えるために、５月２９日に近い閉舎日の金曜日を開校記念日としています。翌、

昭和４０年に、ここ真崎町の地に新しく校舎と寄宿舎が完成、昭和４６年に高等部設置、昭和５４

年に訪問教育開始、そして近年の大規模改修など、施設設備や指導体制の充実が図られてきました。 

初代校長の尾島博先生は、本校校歌の作詞者でもあります。本校創立から６０年間、色あせるこ

となくその時代、その時代の児童生徒・教職員に歌い継がれてきた校歌、「みなぎる光」「ひとりひと

りの若い芽」「今日も楽しい朝を呼ぶ」「望む未来に胸が鳴る」「大きな力みちあふれ」「精一ぱいに強

い木」「自信に生きる学びや」「今日も元気に伸びて行く」「手に手をつなぐほほえみの」「愛と希望の

まなびや」「今日もきれいにさきそろう」等、大切にしたいフレーズがたくさんあります。６０周年

のロゴマークは、高等部３年の上山神駕君が、この校歌の歌詞をイメージして作成した力作です。

マークと校歌を照らし合わせてみてください。 

６０周年のスローガンは『未来へ走り出せ～新たな風に乗って～』です。卒業生を始めとした先

人が積み重ねてきた熱意、努力、多くの成果に感謝するとともに、これからも素敵な子供たちと一

緒に、一日一日を大切にしながら、新たな風に乗って新しい歴史を作っていきたいと思います。保

護者の皆さま、関係者の皆さま、今年度もよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丘の上の学舎 
長崎県立諫早特別支援学校 学校だより 第 1号 

～若い芽・強い木・愛の花～ 

 

令和６年６月３日 

 

６０周年記念 ロゴマーク 



令和６年度 学校経営方針 
 

校  訓 
 

  

「明朗」 「自立」 「希望」 
 

学校教育目標 
 

  

  

児童生徒の命と人権を尊重し、一人一人の教育的ニーズや発達段階等に応じたきめ細やかな指導と学習指導要領に基づ
く適切な教育活動を推進することにより、日々の生活の中で「生きる喜び」を感じさせながら、生涯を通じて豊かに生
活するために必要な「生きる力」を育む。 

  

めざす学校像 めざす児童生徒像 めざす教職員像 

○児童生徒の命の尊さや人権を尊重
し、一人一人を大切にする学校 

○児童生徒が安心して明るく生き生
きと学べる学校 

○地域の特別支援教育の核となる学  
 校 

○心身ともに健康でたくましく生きる
児童生徒 

○思いやりの心をもち、心豊かに生活
する児童生徒 

○夢や願いに向けて挑戦し、社会に貢
献する児童生徒 

○児童生徒の心情を理解し、児童生徒
と共に歩む教職員 

○肢体不自由教育、重複障害教育の専
門性を追求する教職員 

○保護者や地域から信頼される教職員 

  
 

学校経営目標 
 

  
① 児童生徒一人一人の教育的ニーズに応えるきめ細やかな指導の充実と発達段階等に応じた学びやすく分かりやすい

授業実践に努める。 
② 社会に開かれた教育課程を目指し、児童生徒の実態に即した教育課程の編成に努めるとともに、小・中・高の一貫し

た教育の推進を図る。 
③ 幼保等・小・中・高等学校や医療・福祉等関係機関との連携を図り、卒業後の豊かな生活につながる指導の充実に努

める。 
④ 児童生徒が明るく生き生きと学べる教育活動の創意工夫を図るとともに、安全･安心に活動できる教育環境の整備・充

実に努める。 
⑤ 地域における特別支援教育のセンターとしての機能を積極的に発揮するとともに、地域に信頼される開かれた学校づ

くりを推進する。 
⑥ 保護者や地域の信頼に応える事務運営を図り、教育環境の改善への取組を推進する。 
⑦ 全教職員は、研修に励み、専門性の向上を図りながら、融和協力して教育目標の達成に努めるとともに、働きやすく

明るい職場づくりを推進する。 

  

 
本年度の努力目標 

 

  

ア 主体的・対話的・深い学びに向かう授業実践と授業改善、効果的なティーム・ティーチングの推進 

イ 児童生徒の実態に即し、小中高一貫した教育課程の組織的・計画的な編成 

ウ 校務支援システムの円滑な運用と教材のデータベースの利活用の推進 

エ ICT機器の利活用の促進（実践事例の蓄積）と情報モラル教育の充実 

オ 医療的ケアの充実と、アレルギー対応・学校給食・舎食等の安全・安心な実施 

カ 日常的な安全点検の実施と教育活動中の事故「０」を目指した指導・支援の充実 

キ 感染症予防対策の徹底と非常事態を想定した危機管理の推進 

ク いじめ・体罰・不適切な言動「０」の人権を尊重した教育の徹底 

ケ 進路実現に向けたキャリア教育・職業教育の充実（キャリアパスポートの効果的な活用） 

コ ICTを活用して就労するために必要となる指導内容や指導方法の充実 

サ 児童生徒が主体的に取り組む各種行事や児童生徒会・舎生会活動の推進 

シ 一人一人の実態に即した訪問教育の充実と家庭・施設との連絡・連携体制の強化 

ス 生涯学習や余暇活動、障害者スポーツ・文化芸術活動の契機となるような教育活動の充実 

セ グラウンド造成工事や各施設の安全管理、校舎内外の清掃・美化や整理整頓等、教育環境の充実 

ソ 保護者や地域の信頼に応える教育活動の推進とＰＴＡ活動の充実 

タ 特別支援教育のセンター的機能の充実と校内支援の推進 

チ 本校教育の広報・理解啓発の促進（創立 60周年の周知、ホームページの充実、学校だよりの配付等） 

ツ 交流及び共同学習の推進（近隣校、居住地校、地域との交流の充実） 

テ 専門性向上のための取組（各種研修・学習会の充実、外部専門家活用研修・特支免許取得・外部研修の受講等） 

ト 寄宿舎と学校・家庭との連絡・連携体制の強化と円滑な寄宿舎運営 

ナ 働きやすく・働きがいのある職場づくりの推進（融和協力、働き方改革の推進、超過勤務の縮減等） 



 


